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二
十
年
近
く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
生
活
の
後
、
昨
年
秋
に
帰
国
。
神
戸
と
は
二
十
二
年
振
り
の
再
会
。
昭
和
認
年
に
灘
高
卒
、
同
瓢
年
米
国
加

州
ス
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ン
フ
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ド
大
学
経
済
学
部
入
学
。
そ
の
後
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。
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高
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聖
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を
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っ
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訂
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一
藍
〃

ｒ
艮
一
．
》

■
■

ＬＡＤ１Ｅ ] ＳＭＯＴＯＭＡＣＨ１－ｌＫＯＢＥ

ＴＥＬ３３Ｉ－７ＢＢ５ノ

ー

ベ
ル
ト
の
あ
た
り
迄
の
丈
の
セ
ー
タ
ー
な
ど
コ

ン
チ
ネ
ン
タ
ル
調
の
復
活
が
．
…
・
・
・

紺
と
シ
ル
バ
ー
グ
レ
イ
の
カ
ラ
ー
は
神
戸
で
な

ノ
、
－
し
は
さ
『
え
か
ひ
い
式
』
，
わ
や
Ⅲ
か
さ
。

そ
ん
な
カ
ラ
ー
を
シ
ン
プ
ル
に
コ
ー
デ
ィ
壱
ネ
イ
ト
。

Ｑ
画
冒
日
嘗
の

シ
ン
プ
ル
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト

可『

＝ご申と量＝ i

ii露黙

●

ｒ

艶

蕊

1 J

ＧＥＮＴ，Ｓ

伊
倭
ご
Ｈ
国
電
、

ス
ポ
ー
テ
ィ
エ
レ
ガ
ン
ス

Ｌ

ＭＯＴＯＭＡＣＨｌ－２Ｋ‘ＯＢＥ
ＴＥＬＳＳＩ－５１２１

ＳＨｌＮＳＡ１ＢＡＳＨ１０ＳＡＫＡ
ＴＥＬＯＳ－２Ｉ３－ＳＳ７Ｂ

７

一歩甥鰹一＝←二

g ｕｍ

サ
ー
モ
ン
ピ
ン
ク
に
ネ
ー
ビ
ー
ブ
ル
ー
の
色
調

は
サ
ン
サ
カ
エ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
カ
ラ
ー
。

踊
り
た
く
な
る
よ
う
な
ロ
ン
グ
ド
レ
ス
。

こ
の
｛
春
は
ス
ポ
ー
テ
ィ
エ
レ
ガ
ン
ス
で
ｆ
，

柾

＝

訂■

鍵

Ⅲ．！.‐､ r l n 9

唾悪霊魂欝ﾉ/‘
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都

ある集い

ダンスリーールネサンス合奏団

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
世
、
ル
ネ

サ
ン
ス
時
代
の
音
楽
が
再
現
さ

れ
る
。
全
く
の
ど
か
で
優
雅
な

風
景
が
目
に
浮
ん
で
く
る
。

昭
和
四
十
七
年
二
月
、
リ
ー

ダ
ー
の
岡
本
一
郎
さ
ん
の
下
に

若
い
音
楽
家
た
ち
が
集
ま
っ
て

結
成
さ
れ
た
こ
の
「
ダ
ン
ス
リ

ー
ル
ネ
サ
ン
ス
合
奏
周
匡
は
、

か
っ
て
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
聴

く
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
珍
し

い
楽
器
、
シ
タ
ー
ン
、
ヴ
ィ
オ

ラ
・
ダ
・
ガ
ン
バ
、
ク
ル
ム
ホ

ル
ン
、
リ
ュ
ー
ト
な
ど
を
演
奏

す
る
。
こ
れ
ら
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

楽
器
か
ら
流
れ
る
サ
ウ
ン
ド
に

ル
ネ
サ
ン
ス
時
代
の
市
民
の
音

楽
を
楽
し
む
様
子
が
う
か
が
わ

れ
、
彼
ら
の
フ
ラ
ン
ス
で
の
演

奏
会
で
は
、
そ
の
原
点
に
立
っ

た
演
奏
に
絶
大
な
る
讃
辞
を
得

た
．
Ｉ
別
世
紀
の
東
洋
か
ら

来
た
唱
世
紀
の
吟
遊
詩
人
達
／

Ｉ
と
．

リ
ー
ダ
ー
の
岡
本
一
郎
さ
ん

（
ギ
リ
シ
ャ
国
立
音
楽
院
卒
）

の
ほ
か
は
ほ
と
ん
ど
が
関
西
の

音
楽
大
学
出
身
。
現
在
週
二
回

の
練
習
を
続
け
て
い
る
が
、
演

奏
者
同
甲
士
が
楽
し
み
な
が
ら
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
を
す
る
こ
と
に
こ

の
音
楽
の
よ
さ
が
あ
り
、
音
楽

の
故
郷
を
さ
ま
よ
い
歩
く
吟
遊

詩
人
た
ち
の
音
が
拡
が
っ
て
い

〃
、
。（

畑
ぺ
ｌ
ジ
も
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
）
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／

女です

『

！

もの､オシャレが好きよ・

、

矛Ｋ
Ｄ

騨噸
無．

、

プチ，スプリング

カットの冴えが光る小さな頭

ヘアーデザイン／西野明
カメラ/ 山口滴モデル/ 田丸若子

ｂｅａｕｔｙｓａＩｏｎ

盈参ｑｌ〈irq‘"参qkirq
西野明 西野笑子

神戸市生田区北野町3 丁目6 5 ノ３神戸市生田区三宮町２丁目３５
９:o0am～6200ｐｍ垂221-908010:O0am～6:o0pm壷331.4461

あきらでは､お客撒のｶｯﾄのご柑醗を受けておりま戎お気蝿にお申しつけく鎧い。毎月剛､第劃1．火Ｉ雌休｡フ[ﾙｰあきらには駐車jﾙあります。
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●コウベスナッ 春の神戸に古代のロマンを訪ねて

邪鳩合I 1 i I , 論争がマスコミを賑わし、古代史熱がブームにさえなっている。神戸『| f 内にも遺跡が幾つか点在して
いるが、復Ｊｔ・盤備され遮跡公園として一般公開されているく凡色塚古墳〉〈大歳山古墳〉を紹介しよう。春の
－１| 、古代のロマンを求めて訪ねてみるのもいいだろう。
〈､ 凡色塚古墳〉陪墳のく小壷古墳〉と共に４世紀末から５世紀初めにかけて築造された兵庫県ド最大の前方

後1 1 1 墳。I ﾘ 1 石海峡を望む後I ' 1 部には鰭付円筒j 1 I I i 輪、朝顔形埴輪の合製樹脂製復製も1 5 0 本並んでいる。昨年８月、
１０年の歳Ｉｊと２億５千万1 1 1 を露し建設、当時そのままに復ﾉ ６された。山陽電鉄「霞ケ丘」駅から北へ徒歩５分。
〈大歳山古墳〉純文時代から弥生時代、古墳時代に及ぶ複合進跡で、これは全国でも珍しい。〈大歳山式〉

と1 1 乎ばれる出土土器は近畿の前期縄文式土器を分類する上での貴重な資料となっている。現在は、弥生時代後期
の集落とl 1 i I 方後Ｉ１ｌ墳が復尤されている。山陽電鉄ｒＩﾉ E i 郡子」駅から北へ徒歩１０分。

Ｌ
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。

絵
・
山
本
文
彦

異
郷
へ
の
夢

海
岸
通
り
の
家
で
、
少
年
が
ピ
ア
ノ
を
ひ
い
て
い
る
。

〈
一
般
の
モ
ー
タ
ー
・
ボ
ー
ト
が
開
か
れ
た
窓
の
枠
の
中
を
通
っ
た
。
楽
譜
に
向
か
っ
た
ま
ま
の
少
年

が
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
動
い
た
ｌ
そ
の
動
き
は
母
親
に
し
か
察
知
さ
れ
な
か
っ
た
が
ｌ

彼
は
そ
の
モ
ー
タ
ー
・
ボ
ー
ト
の
た
め
に
血
が
湧
き
た
っ
て
い
た
の
だ
。
そ
の
モ
ー
タ
ー
の
も
の
静

か
な
音
が
町
じ
ゅ
う
を
覆
っ
た
。
遊
覧
船
の
姿
は
ほ
と
ん
ど
見
あ
た
ら
な
か
っ
た
。
空
全
体
が
夕
暮

れ
に
向
か
っ
て
バ
ラ
色
に
染
め
ら
れ
た
。
〉

マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
デ
ュ
ラ
ス
の
『
モ
デ
ラ
ー
ト
・
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
』
の
一
節
で
あ
る
。

こ
の
少
年
は
、
無
理
矢
理
に
習
わ
さ
れ
て
い
る
ピ
ア
ノ
の
稽
古
が
、
い
や
で
い
や
で
た
ま
ら
な
い
。

窓
の
む
こ
う
に
み
え
る
モ
ー
タ
ー
・
ボ
ー
ト
に
既
に
気
も
そ
ぞ
ろ
に
な
っ
て
い
る
。
モ
ー
タ
ー
・
ボ

ー
ト
を
ほ
し
い
と
少
年
は
思
う
。
そ
れ
は
、
彼
を
ど
こ
か
見
知
ら
ぬ
遠
い
と
こ
ろ
へ
つ
れ
て
い
っ
て

く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。

波
止
場
ｏ
船
。
海
。
そ
れ
は
、
あ
こ
が
れ
を
さ
そ
う
。
波
止
場
に
立
っ
て
、
立
ち
つ
く
し
た
ま
ま
、
は

る
か
海
の
遠
く
を
じ
っ
と
み
つ
め
て
い
る
ひ
と
が
あ
る
。
ま
だ
み
ぬ
異
郷
に
そ
そ
ぐ
夢
の
ま
な
ざ
し

な
の
か
も
し
れ
な
い
が
。

神
戸
の

中
の

情
景
垂

一
又
．
“
修
盾
跡
詐
利
一
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殿殿

旨
星

ベ

鎚

干 ‐

制 塾 一 、
ベ

鎚

干 ‐

制 塾 一 、
灘

旨
星

、
竃
璽 liilii

＄
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